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中２数学Ｂ ２０１９年度 夏期講習後期 本問解答 

§５ 放物線の幾何

※ 欠席してしまった場合でも余裕があれば、本問を自分で確認しておきましょう。

問５.１ 
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である。（線分 FX が x軸や y軸に平行な
場合もこれでよいことを確認しよう。）

Xから dに下した垂線の足を Hとすると、
直線 dから Xまでの距離は HXである。

ここで、H
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である。

よって、 X ( , )x y が FX HX , つまり
2 2FX HX を満たすのは、 ,x yが
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を満たすときと分かる。

これは、Xが放物線 2y x 上を動くことを

意味している。

図形的に考えれば、 FX HXを満たす点 X
には、任意の x座標をもつものがあるので、
Xは放物線 2y x 上をくまなく動くことが

分かる。

したがって、Xの軌跡は放物線 2y x とな

る。

※ 同様にして、定点 F 0,
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と定直線
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a
  からの距離が等しい点の

軌跡が、放物線 21
y

a
x であることが

わかる。Fを焦点、 dを準線と呼ぶ。
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問５.２ 

Pの座標を 2( , )p p とおく( 0p  )。問 4.2(2)

と同様にして、放物線 2:C y x の P にお
ける接線の式は、

22y px p  ···································· ①
である。（ここでは、求める過程は略す。）

(1) Qの x座標は、①に 0y  を代入して、
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となる。したがって、

(PQ (FQ

1
2 1

2
p

p



 
     

 

の傾き) の傾き）

であるから、PQ FQ である。

(2) P から準線
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d y   に下ろした垂線

の足を Hとすると、
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一方、直線①の y切片は 2p だから、

Rの座標は 2(0, )p であり、
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したがって、FP FR である。
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問５.３ 
(1)

Pにおける Cの接線を lとする。
lと y 軸との交点を R とすると、
PH / /FRより、

FRP RPH   (錯角定理) ········ ①
である。一方、問 5.2(2)より、FP FR
だから、

FPR FRP  (底角定理) ······· ②
である。①, ②より、

FPR RPH 
すなわち、接線 lは、 FPH を二等分

する。

(2)

y軸と平行な光線が、上から放物線に
あたってPにおいて反射するとする。
入射角と反射角（図の APE と

DPE ）が等しいので、図において

APB DPR    ························· ③
一方、対頂角定理より、

APB HPR   ························· ④
だから、③, ④より

DPR HPR 
すなわち、接線 lは、 DPH を二等分

している。したがって、(1)より、直
線 PDと PFは一致し、反射光が焦点
Fを通ることが分かった。Pは、放物
線C上の任意の点であるので、y軸と
平行な光線が、上から放物線にあたっ

て反射するとき、その光線がすべて焦

点 Fに集まることが示された。
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問５.４
折り目をたくさん作ると、それらの境界と

して放物線（の一部）らしきものが浮かび

上がってくる。それが、実際に放物線であ

ることを示そう。Eを焦点、BCを準線と
する放物線を Fとする。

折り目を作ったときにEと重なるBC上の
点を H とし、H を通り BC に垂直な直線
と折り目PQとの交点をXとおく。すると、
二辺夾角相等で

XEP XHP△ △  ·································· ①
だから、EX HX （対応辺）であり、問

5.1（焦点と準線の性質）より、X は放物
線 F上の点である。さらに、①より、

EXP HXP  （対応角）

だから、折り目 PQ が EXH を二等分す

ることが分かる。したがって、問 5.3(1)か
ら、直線 PQ は X における Fの接線と一
致している。

以上から、折り目たちの境界が放物線 F
であることが分かった。
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